
 

Revvity Proprietary Information 

SPOTFIRE WHITE PAPER 
 
 
 

 

SHIONOGI’s 
Spotfire 
Data Science Story 
In July 2024, SHIONOGI presented their 
Spotfire usage at Spotfire Pharmaceutical 
Workshop Seoul. 
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本プレゼンテーションは、塩野義製薬 データサイエンス部の福永真一氏

により「SHIONOGI全社的データ活用の取り組みとSpotfireの活用方

法」というタイトルで行われました。内容は、塩野義製薬のデータ活用施

策の全体像と、後半で小林雅行氏が紹介する具体的なSpotfireユー

スケースの2部構成となっています。 

 

福永氏は、1996年からMR（医薬情報担当者）としてのキャリアをス

タートし、2020年以降はデータウェアハウスおよびデータサイエンス分野

へ転身した経緯を紹介しました。塩野義製薬は1878年創業の日本の

製薬企業で、「新たなヘルスケアのプラットフォームで未来を創る」という

2030年ビジョンを掲げ、AI-SASの開発などを進めています。主な注力

分野は、感染症、中枢神経系、がん疼痛です。 
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データサイエンス部門はDX推進本部の配下に位置し、IT部門と並んでデジタ

ルトランスフォーメーション（DX）を推進する重要な役割を担っています。研究、

臨床試験、営業、人事、経理など、バリューチェーン全体を対象に活動しており、

その取り組みは経済産業省より「DX銘柄2023」に選定されるなど高く評価さ

れています。 
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プレゼンテーションの中核として紹介されたのが、2016年からSAS Institute Japan

と共同開発されているAI-SAS（Artificial Intelligence SAS）です。AI-SASは

「認識」「学習」「アクション」の3段階で構成され、臨床試験データを解析し、プログラム

を半自動生成することで業務効率を大幅に改善します。2017年末にリリースされたバ

ージョン1では20％の業務改善、2018年のバージョン2では生産性33％向上、標準

プログラミング時間100時間削減することを達成しました。 
 

 

 
福永氏はまた、2013年以降のSpotfire AnalystおよびSpotfire Consumerの利用

者数推移を紹介しました。特に2022年後半のCOVID-19治療関連のタイミングで、日

次利用者数が1,000人を超えていることが示され、営業部門における利用者数も同時
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期から急増しています。 
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後半のセッションでは、データサイエンス部の小林雅行氏が「Spotfire
を活用した臨床研究の効率化とその先：SHIONOGIの可能性拡
大」と題して発表しました。本セッションでは、Spotfireを用いた臨床
研究の効率化と、その応用範囲拡大について紹介されています。 
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Introduction and Background: 
 

小林氏は、製薬営業および社内DX推進の経験を持ち、臨床研究におけるデータ価値を引き出すためにはイン
タラクティブな可視化が重要であると強調しました。 

 

Using Spotfire in Clinical Research: 

 

Spotfireは、市販後臨床研究において特に有効で、未検証の仮説を検証し、新たな仮説を創出することが可
能です。 

分析プロセスは、 

「データ分布の確認」 

「変数間関係の評価」 

「層別化による可視化」 

の3ステップで構成されます。 
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Advantages of Spotfire: 

Spotfireの特長として、 

医師や統計専門家以外の関係者との議論の場においても、動的かつ対話的な分析が可能である点が挙げら

れます。 

また、RやPythonとの連携により、生存時間解析や決定木分析などの高度な分析も容易に実行できます。 
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Expanding Spotfire’s Capabilities: 

今後は、SAS言語とのさらなる統合やリアルワールドデータの活用を通じて、

服薬アドヒアランスの可視化、患者ジャーニー分析、売上予測など、より実

践的な活用が計画されています。 
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Impact on Analysts: 

Spotfireの活用により、アナリストは単なるデータ処理担当から、ビジネス

のDXを牽引する重要な役割へと進化します。小林氏は、データドリブンな

意思決定を組織全体に広めるために、インタラクティブ分析の重要性を訴

えました。 

 
 
 

 
Conclusion: 

本プレゼンテーションは、Spotfireを活用することで一方向型の会議を双

方向・参加型の議論へと変え、「共創の輪」を広げていくことを提案して締

めくくられました。 
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塩野義製薬の取り組みは、Spotfireが同社のデータドリブン戦略に不可欠な存在であることを示しています。 
 
Revvity Signalsは、塩野義製薬のSpotfire活用および協業を高く評価しています。 
 
 
. 
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